
地学科ご担当先生
 令和 6年 12月
 数研出版株式会社

令和 6年度用高等学校教科書「高等学校 地学基礎／地基 704」訂正のお願い

　常日頃は弊社書籍をお使いいただき，厚く御礼申し上げます。
　さて，現在ご指導いただいております標記教科書に，下記のような訂正がございます。誠に恐れ入りますが，この
訂正に関しまして，生徒の皆様にご周知いただきますようお願い申し上げます。
　なお，訂正の内容は弊社ウェブサイト内（https://www.chart.co.jp/top/teisei/）にも掲載いたします。また，この
訂正内容は，令和 7年度供給の教科書では修正済みでございます。
　教科用図書検定規則に基づきお知らせするとともに，ご迷惑をおかけいたしますこと，書面をもちまして，深くお
詫び申し上げます。
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記述の更新等に関するお知らせ

　下記の点につきましては，文部科学省に更新の申請を行い承認されましたので，令和 7年度供給の教科書より記述
を変更いたします。教科用図書検定規則に基づきお知らせいたします。なお，訂正の内容は弊社ウェブサイト内
（https://www.chart.co.jp/top/teisei/）にも掲載いたします。

訂正箇所 原文 訂正文頁 行
205 表 1 （「衛星の数」の列のうち，天王星と海王星の値）

 
（「衛星の数」の列のうち，天王星と海王星の値）
 

208 11～12

18～19

23～24

29～31

木星には 70個以上の衛星が確認されている。

土星には 80個以上の衛星が確認されている。

天王星には 27個の衛星が確認されている。

海王星には 14個の衛星が確認されている。

木星には 90個以上の衛星が確認されている。

土星には 140個以上の衛星が確認されている。

天王星には 28個の衛星が確認されている。

海王星には 16個の衛星が確認されている。

235 上表 （「衛星数」の行のうち，天王星と海王星の値）
 

（「衛星数」の行のうち，天王星と海王星の値）
 

A 鉱物 　
　マグマが冷却して固化すると 火

か
成
せい
岩
がん

 となる。火成岩はおもに 鉱
こう
物
ぶつ

 によって構成
される。鉱物は，原子が規則正しく配列した結晶からなる。
　岩石を形づくる鉱物を 造

ぞう
岩
がん
鉱
こう
物
ぶつ

 とよぶ。主要な造岩鉱物には，かんらん石，輝
き
石
せき
，

角
かく
閃
せん
石
せき
，黒

くろ
雲
うん
母
も
，斜

しゃ
長
ちょう
石
せき
，カリ長石，石

せき
英
えい
などがある。大部分の造岩鉱物は，ケイ素

（Si）や酸素（O）を主成分とし，これに他の元素が加わった化
合物で， ケイ酸

さん
塩
えん
鉱
こう
物
ぶつ

 という。

●ケイ酸塩鉱物の構造　ケイ酸塩鉱物は，1個のケイ素が 4

つの酸素に囲まれた SiO4四
し
面
めん
体
たい

 を基本構造とする。隣り
あう SiO4四面体は酸素を共有して連結し，ケイ酸塩鉱物の
骨格を形づくる。
　ケイ酸塩鉱物では，骨格となる SiO4四面体の間を埋める
ように，鉄（Fe），マグネシウム（Mg），カルシウム（Ca），ナト
リウム（Na），カリウム（K）などの陽イオンが配置されている。

●苦鉄質鉱物とケイ長質鉱物　造岩鉱物には 苦
く
鉄
てつ
質
しつ
鉱
こう
物
ぶつ

 と 

ケイ長質鉱物 がある。苦鉄質鉱物は鉄やマグネシウムを含む黒っぽい鉱物（有色鉱物
ともいう）で，かんらん石，輝石，角閃石，黒雲母などである。一方，ケイ長質鉱物
は鉄やマグネシウムを含まない白っぽい鉱物（無色鉱物ともいう）で，斜長石，カリ長
石，石英などである。苦鉄質鉱物は密度が大きく，ケイ長質鉱物は密度が小さい。
　68ページの実習で，火山灰に含まれる鉱物を観察しよう。

igneous rock mineral

rock-forming mineral olivine pyroxene

amphibole biotite plagioclase potassium feldspar quartz ▶表 4❶

silicate minerals

▶図 81

❷

mafic minerals

felsic minerals

❸

2  火成岩
 学習の目標

■火成岩を構成する主要な鉱物とそれらの特徴を理
解しよう。
■火成岩がどのように分類されるのかを理解しよう。

●➡露頭（静岡県・堂ヶ島）
地層を横切って右下から上へ伸びる黒っぽい部
分は何だろうか。学習を通して理解しよう。

❶すべての物質は原子からできており，物質を構成している原子の種類を元素という。
❷原子が，電子を失ったり受け取ったりして，電気を帯びたものをイオンという。＋の電気を帯びたもの
を陽イオンといい，－の電気を帯びたものを陰イオンという。
❸苦鉄質の苦は，マグネシウムを意味する。ケイ長質のケイはケイ酸塩鉱物（石英），長は長石を表す。

Si

O

キ編地141A図-SiO4四面体.ai●⬆ 図 81　SiO4 四面体　 
酸素を頂点とした 4つの
三角形の面からなる。ケ
イ素は，四面体の中心に
位置する。
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 を基本構造とする。隣り
あう SiO4四面体は酸素を共有して連結し，ケイ酸塩鉱物の
骨格を形づくる。
　ケイ酸塩鉱物では，骨格となる SiO4四面体の間を埋める
ように，鉄（Fe），マグネシウム（Mg），カルシウム（Ca），ナト
リウム（Na），カリウム（K）などの陽イオンが配置されている。
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ケイ長質鉱物 がある。苦鉄質鉱物は鉄やマグネシウムを含む黒っぽい鉱物（有色鉱物
ともいう）で，かんらん石，輝石，角閃石，黒雲母などである。一方，ケイ長質鉱物
は鉄やマグネシウムを含まない白っぽい鉱物（無色鉱物ともいう）で，斜長石，カリ長
石，石英などである。苦鉄質鉱物は密度が大きく，ケイ長質鉱物は密度が小さい。
　68ページの実習で，火山灰に含まれる鉱物を観察しよう。
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amphibole biotite plagioclase potassium feldspar quartz ▶表 4❶

silicate minerals

▶図 81
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❸

2  火成岩
 学習の目標

■火成岩を構成する主要な鉱物とそれらの特徴を理
解しよう。

■火成岩がどのように分類されるのかを理解しよう。

●➡露頭（静岡県・南伊豆町）
地層を横切って右下から上へ伸びる黒っぽい部
分は何だろうか。学習を通して理解しよう。

❶すべての物質は原子からできており，物質を構成している原子の種類を元素という。
❷原子が，電子を失ったり受け取ったりして，電気を帯びたものをイオンという。＋の電気を帯びたもの
を陽イオンといい，－の電気を帯びたものを陰イオンという。
❸苦鉄質の苦は，マグネシウムを意味する。ケイ長質のケイはケイ酸塩鉱物（石英），長は長石を表す。
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B 火山岩と深成岩 　
　マグマが固化してできた火成岩は，火

か
山
ざん
岩
がん

 と 深
しん
成
せい
岩
がん

 に分けられる。火山岩は，
マグマが急速に冷えてできたもので，地表や地下の浅い所で生じる。深成岩は，マグ
マがゆっくりと冷えてできたもので，地下の深い所で生じる。
●火成岩の産状　マグマは地下深部から
割れ目をつくって上昇（貫入）してくる。
こうした割れ目を満たしたマグマが冷え
て火山岩や深成岩になったものが 岩

がん
脈
みゃく

 

や 岩
がん
床
しょう

 である。
　上昇してきたマグマが，マグマだまり
をつくってゆっくりと固化したものが深
成岩体になる。深成岩体には花崗岩から
なる直径が 10kmをこえるような大規模
なものもあり，それは バソリス（底

てい
盤
ばん
） と

よばれる。
●火山岩　マグマが急速に冷えると，鉱物の結晶は大きくなることができず，粒径は
小さくなる。火山岩は，大きな結晶の 斑

はん
晶
しょう

 と細かい粒の 石
せっ
基
き
 からなる 斑

はん
状
じょう
組
そ
織
しき

 

を示す。斑晶は固化する前のマグマ中で結晶化した鉱物である。液体部分のマグマが
急冷してできた細かい粒の結晶と非結晶質の固体（火山ガラス）の集合体を石基とよぶ。
さらに急速に冷やされると，黒曜石のように，斑晶をほとんど含まず，ほぼ火山ガラ
スからなる火山岩ができる場合もある。

volcanic rock plutonic rock

dike [dyke]

sheet ▶図 82

batholith

phenocryst groundmass porphyritic texture

▶図 83

▶p.58

▶次ページの参考

●⬆図 83　偏光顕微鏡で見た火山岩（デイサイト）の斑状組織　左は偏光顕微鏡写真（直交ニコル），
右はそれをスケッチしたものである。視野の円の直径は 35mm。

斜長石

角閃石 斜長石

斜長石

映 像

バソリス（底盤） 岩床
岩脈

●⬆図 82　火成岩の産状　岩脈は周囲の地層を横
切るように，岩床は地層にほぼ平行にマグマが
入りこんで固化したものである。

斜長石

角閃石 斜長石

斜長石
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割れ目をつくって上昇（貫入）してくる。
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を示す。斑晶は固化する前のマグマ中で結晶化した鉱物である。液体部分のマグマが
急冷してできた細かい粒の結晶と非結晶質の固体（火山ガラス）の集合体を石基とよぶ。
さらに急速に冷やされると，黒曜石のように，斑晶をほとんど含まず，ほぼ火山ガラ
スからなる火山岩ができる場合もある。
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dike [dyke]

sheet ▶図 82

batholith

phenocryst groundmass porphyritic texture

▶図 83

▶p.58

▶次ページの参考

●⬆図 83　偏光顕微鏡で見た火山岩（デイサイト）の斑状組織　左は偏光顕微鏡写真（直交ニコル），
右はそれをスケッチしたものである。視野の円の直径は 3.5mm。
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角閃石 斜長石

斜長石

映 像

バソリス（底盤） 岩床
岩脈

●⬆図 82　火成岩の産状　岩脈は周囲の地層を横
切るように，岩床は地層にほぼ平行にマグマが
入りこんで固化したものである。
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演習問題
1  地球の大きさ
　福岡市の地点 A（北緯 33.6°）と鹿児島市の地点 B（北緯 31.6°）はほぼ同じ経度上にあり，南北
に 224km離れている。地球の形を球と考えたとき，地球の半径は何 kmか。ただし，p＝3.14

とし，小数点以下を四捨五入して答えよ。

２ 地球の内部構造
　図は地球の内部を 2つの見方で区分し，模式的
に示した断面である。地球表面を板のように動く
プレートの下にはアセノスフェアがある。プレー
トは ア  とマントル最上部からなる層であり，
それは イ  ともよばれる。 ア  の厚さは海
洋地域と大陸地域で異なる。海洋プレートは 

ウ  でつくられ，大陸プレートと衝突すると 

エ  で地球の深部へと沈みこんでいく。
（1） 文中の（ア）～（エ）に適する話句を記せ。
（2） 図の X  と Y  に適する語句を記せ。
（3）  下線部について，海洋地域と大陸地域の平均

的な厚さはどれくらいか。次の①～⑥から選べ。
 ① 7km　　② 20km　　③ 35km　　④ 80km　　⑤ 140km　　⑥ 240km

3  ホットスポット
　図は，あるプレートにおけるホットスポットで
形成された火山島の位置の模式図である。火山島
Aと Bの間の距離は 2000km，火山島 Bと Cの間
の距離は 3000kmである。また，火山島 Aでのみ
現在火山活動があり，火山島 Bと Cの岩石の年代
はそれぞれ 5000万年前と 1億年前である。このプレートの運動方向と移動速度は，いつどのよ
うに変化したか述べよ。ただし，ホットスポット以外での火山活動はなかったとする。

4  緊急地震速報
　地震発生時に震源近傍のゆれの記録に基づいて発信される緊急地震速報は，警報がその地点
における S波の到達時刻に間に合わない場合もある。P波の速度を 7.0km/s，S波の速度を
4.0km/sとして次の問いに答えよ。

地表 地表

核 核

X

アセノスフェア

（　イ　）
（　ア　）

マントル

に着目した区分 Y に着目した区分

A

北 B C
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演 習 問 題
1  地球の大きさ
　福岡市の地点 A（北緯 33.6°）と鹿児島市の地点 B（北緯 31.6°）はほぼ同じ経度上にあり，南北
に 224km離れている。地球の形を球と考えたとき，地球の半径は何 kmか。ただし，p＝3.14

とし，小数点以下を四捨五入して答えよ。

２ 地球の内部構造
　図は地球の内部を 2つの見方で区分し，模式的
に示した断面である。地球表面を板のように動く
プレートの下にはアセノスフェアがある。プレー
トは ア  とマントル最上部からなる層であり，
それは イ  ともよばれる。 ア  の厚さは海
洋地域と大陸地域で異なる。海洋プレートは 

ウ  でつくられ，大陸プレートと衝突すると 

エ  で地球の深部へと沈みこんでいく。
（1） 文中の（ア）～（エ）に適する語句を記せ。
（2） 図の X  と Y  に適する語句を記せ。
（3）  下線部について，海洋地域と大陸地域の平均

的な厚さはどれくらいか。次の①～⑥から選べ。
 ① 7km　　② 20km　　③ 35km　　④ 80km　　⑤ 140km　　⑥ 240km

3  ホットスポット
　図は，あるプレートにおけるホットスポットで
形成された火山島の位置の模式図である。火山島
Aと Bの間の距離は 2000km，火山島 Bと Cの間
の距離は 3000kmである。また，火山島 Aでのみ
現在火山活動があり，火山島 Bと Cの岩石の年代
はそれぞれ 5000万年前と 1億年前である。このプレートの運動方向と移動速度は，いつどのよ
うに変化したか述べよ。ただし，ホットスポット以外での火山活動はなかったとする。

4  緊急地震速報
　地震発生時に震源近傍のゆれの記録に基づいて発信される緊急地震速報は，警報がその地点
における S波の到達時刻に間に合わない場合もある。P波の速度を 7.0km/s，S波の速度を
4.0km/sとして次の問いに答えよ。
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北 B C
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B 地球が受ける太陽放射 　
　太陽は，可視光線などの電磁波として，莫

ばく
大
だい
な量のエネルギーを宇宙空間に放って

いる。これを 太
たい
陽
よう
放
ほう
射
しゃ

 という。およそ 1.5× 108km離れた地球には，そのエネルギー
のごく一部が届く。地球の大気の上端で，太陽光に垂直な 1m2の面が 1秒間に受け
る太陽放射エネルギーを 太

たい
陽
よう
定
てい
数
すう

 といい，その値は 1.36 k
キロワット毎平方メートル
W/m2 である。地球全

体で受ける太陽放射エネルギーは，地球の円形の断面を通る分で，そのエネルギー量
を地球の全表面で平均すると，太陽定数の 1

4 にあたる 0.34kW/m2となる。
　下の実験で，太陽放射で受ける熱量を実際にはかってみよう。

問 2   地球を完全な球とし，太陽定数 1.36kW/m2，地球の半径 R〔m〕，円周率 pとして，地球が
1秒間に受ける太陽放射エネルギーの量を表せ。また，それを地球の全表面で平均すると
0.34kW/m2となることを確かめよ。

solar radiation

solar constant

❷

▶図 10

太
陽
放
射

太陽は遠方にあるため，地球に
届く太陽放射は平行とみなせる。

地球の軌道

地球

太陽定数

1m2

地球の断面積
pR2

地球の表面積
4pR2

太陽
R

R

●⬆図 10　地球が受ける太陽放射　地球の半径を R〔m〕とした。

 ⑳　太陽放射で受ける熱量をはかってみよう

準備 　丸底フラスコ，水，墨
ぼく
汁
じゅう
，棒温度計，フラスコの台，時計

方法 　① 丸底フラスコの丸い部分全体に水を入れる。
その中に墨汁を少し入れ，かき混ぜて水全体を黒くする。
② 屋外で，丸底フラスコの側面に太陽光が当たるように，
フラスコを台の上に置く。
③ 1分ごとに水を静かにかき混ぜ，水温をはかる。
考察 　① 体積 1cm3の水の温度を 1℃上昇させるのに
必要な熱量が 4.2Jであるとして，水の体積と温度変化から，受け取った熱量を求めよ。
② フラスコの断面積を測定すれば，②の結果から日射量がわかる。太陽定数に対する割
合を求めよ。

映 像

  143

第
3
編

　大
気
と
海
洋

5

10

15

20

B 地球が受ける太陽放射 　
　太陽は，可視光線などの電磁波として，莫

ばく
大
だい
な量のエネルギーを宇宙空間に放って

いる。これを 太
たい
陽
よう
放
ほう
射
しゃ

 という。およそ 1.5× 108km離れた地球には，そのエネルギー
のごく一部が届く。地球の大気の上端で，太陽光に垂直な 1m2の面が 1秒間に受け
る太陽放射エネルギーを 太

たい
陽
よう
定
てい
数
すう

 といい，その値は 1.36 k
キロワット毎平方メートル
W/m2 である。地球全

体で受ける太陽放射エネルギーは，地球の円形の断面を通る分で，そのエネルギー量
を地球の全表面で平均すると，太陽定数の 1

4 にあたる 0.34kW/m2となる。
　下の実験で，太陽放射で受ける熱量を実際にはかってみよう。

問 2   地球を完全な球とし，太陽定数 1.36kW/m2，地球の半径 R〔m〕，円周率 pとして，地球が
1秒間に受ける太陽放射エネルギーの量を表せ。また，それを地球の全表面で平均すると
0.34kW/m2となることを確かめよ。

solar radiation

solar constant

❷

▶図 10

太
陽
放
射

太陽は遠方にあるため，地球に
届く太陽放射は平行とみなせる。

地球の軌道

地球

太陽定数

1m2

地球の断面積
pR2

地球の表面積
4pR2

太陽
R

R

●⬆図 10　地球が受ける太陽放射　地球の半径を R〔m〕とした。

 ⑳　太陽放射で受ける熱量をはかってみよう

準備 　丸底フラスコ，水，墨
ぼく
汁
じゅう
，棒温度計，フラスコの台，時計

方法 　① 丸底フラスコの丸い部分全体に水を入れる。
その中に墨汁を少し入れ，かき混ぜて水全体を黒くする。

② 屋外で，丸底フラスコの側面に太陽光が当たるように，
フラスコを台の上に置く。

③ 1分ごとに水を静かにかき混ぜ，水温をはかる。
考察 　① 体積 1cm3の水の温度を 1℃上昇させるのに
必要な熱量が 4.2Jであるとして，水の体積と温度変化から，受け取った熱量を求めよ。
② フラスコの断面積を測定すれば，①の結果から日射量がわかる。太陽定数に対する割
合を求めよ。

映 像

  143

第
3
編

　大
気
と
海
洋

5

10

15

20

太陽系と太陽
天体名 太陽からの距離

（天文単位）
赤道半径
（km）

質量
（地球＝ 1）

平均密度
（g/cm3）

自転周期
（日）

公転周期
（ユリウス年）

衛星
の数

地
球
型
惑
星

水星 0.3871  2440 0.05527 5.43 58.65 0.24085 0
金星 0.7233  6052 0.8150 5.24 243.02（逆） 0.61520 0
地球 1  6378 1 5.51 0.9973 1.00002 1
火星 1.5237  3396 0.1074 3.93 1.026 1.88085 2

木
星
型
惑
星

木星 5.2026 71492 317.83 1.33 0.414 11.8620 95
土星 9.5549 60268  95.16 0.69 0.444 29.4572  146
天王星 19.2184 25559  14.54 1.27 0.718 84.0205 27
海王星 30.1104 24764  17.15 1.64 0.671 164.7701 14

●⬇表 1　太陽系の惑星の諸量　太陽と地球の間の平均距離を 1天文単位といい，1天文単位＝ 1.496×108km
である。諸量の詳細は p.235を参照。

木星木星 土星土星 天王星天王星 海王星海王星

水星水星 金星金星 地球地球 火星火星

図版内文字 abc
図版内文字 abc

●⬆図 2　惑星の大きさの比較と自転軸の傾き　金星と天王星以外の惑星は，自転と公転の向きは同じである。
金星は自転の向きが逆で，天王星の自転軸は黄道面にほぼ横倒しに傾いている。

木星

ケレス（小惑星）ケレス（小惑星）

火星火星

地球地球

金星金星 水星水星
小惑星帯小惑星帯太陽

1天文単位1天文単位

木星木星
太陽

10天文単位10天文単位

土星

天王星

海王星

冥王星（太陽系外縁天体）冥王星（太陽系外縁天体）
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木
星
型
惑
星
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土星 9.5549 60268  95.16 0.69 0.444 29.4572  146
天王星 19.2184 25559  14.54 1.27 0.718 84.0205 28
海王星 30.1104 24764  17.15 1.64 0.671 164.7701 16

●⬇表 1　太陽系の惑星の諸量　太陽と地球の間の平均距離を 1天文単位といい，1天文単位＝ 1.496×108km
である。諸量の詳細は p.235を参照。
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●⬆図 2　惑星の大きさの比較と自転軸の傾き　金星と天王星以外の惑星は，自転と公転の向きは同じである。
金星は自転の向きが逆で，天王星の自転軸は黄道面にほぼ横倒しに傾いている。
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本文資料
１ 惑星などの諸量

２ 周期表

太陽 水星 金星 地球 火星 木星 土星 天王星 海王星 月

太陽からの
平均距離

〔天文単位〕 － 0.3871 0.7233 1.0000 1.5237 5.2026 9.5549 19.2184 30.1104 －

〔108km〕 － 0.579 1.082 1.496 2.279 7.783 14.294 28.750 45.044 －

赤道半径〔km〕 696000 2439.7 6051.8 6378.1 3396.2 71492 60268 25559 24764 1737.4

体積（地球＝ 1） 1304000 0.056 0.857 1.000 0.151 1321 764 63 58 0.0203

質量（地球＝ 1） 332946 0.05527 0.8150 1.0000 0.1074 317.83 95.16 14.54 17.15 0.012300

平均密度〔103kg/m3〕 1.41 5.43 5.24 5.51 3.93 1.33 0.69 1.27 1.64 3.34

偏平率 0 0 0 0.00335 0.00589 0.06487 0.09796 0.02293 0.01708 3軸不等

自転周期〔日〕 25.3800 58.6462 243.0185 0.9973 1.0260 0.4135 0.4440 0.7183 0.6712 27.3217

赤道傾斜角〔°〕 7.25 0.04 177.36 23.44 25.19 3.12 26.73 97.77 27.85 6.67

公転周期〔ユリウス年①〕 － 0.24085 0.61520 1.00002 1.88085 11.8620 29.4572 84.0205 164.7701 －

軌道傾斜角〔°〕 － 7.004 3.394 0.003 1.848 1.303 2.489 0.773 1.770 －

衛星数 － 0 0 1 2 95 146 27 14 －

太陽より受ける放射量②

（地球＝ 1）
－ 6.67 1.91 1.00 0.43 0.037 0.011 0.0027 0.0011 1.00

アルベド（反射能） － 0.06 0.78 0.30 0.16 0.73 0.77 0.82 0.65 0.07

①　1ユリウス年は 365.25日。　　②　一定面積上の太陽の平均放射量。

ここに示した 4桁の原子量は，IUPACで承認された最新の原子量表をもとに，日本化学会原子量専門委員会が作成したものである。た
だし，3Liは天然の同位体の存在比に大きな変動幅があるため，原子量が 3桁になっている。安定同位体がなく，天然で特定の同位体組
成を示さない元素は，その元素の放射性同位体の質量数の一例を（　）の中に示してある。なお，104Rf以降の元素は超アクチノイド元素
などとよばれ，詳しい性質はわかっていない。
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太陽からの
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体積（地球＝ 1） 1304000 0.056 0.857 1.000 0.151 1321 764 63 58 0.0203

質量（地球＝ 1） 332946 0.05527 0.8150 1.0000 0.1074 317.83 95.16 14.54 17.15 0.012300

平均密度〔103kg/m3〕 1.41 5.43 5.24 5.51 3.93 1.33 0.69 1.27 1.64 3.34

偏平率 0 0 0 0.00335 0.00589 0.06487 0.09796 0.02293 0.01708 3軸不等

自転周期〔日〕 25.3800 58.6462 243.0185 0.9973 1.0260 0.4135 0.4440 0.7183 0.6712 27.3217

赤道傾斜角〔°〕 7.25 0.04 177.36 23.44 25.19 3.12 26.73 97.77 27.85 6.67

公転周期〔ユリウス年①〕 － 0.24085 0.61520 1.00002 1.88085 11.8620 29.4572 84.0205 164.7701 －

軌道傾斜角〔°〕 － 7.004 3.394 0.003 1.848 1.303 2.489 0.773 1.770 －

衛星数 － 0 0 1 2 95 146 28 16 －

太陽より受ける放射量②

（地球＝ 1）
－ 6.67 1.91 1.00 0.43 0.037 0.011 0.0027 0.0011 1.00

アルベド（反射能） － 0.06 0.78 0.30 0.16 0.73 0.77 0.82 0.65 0.07

①　1ユリウス年は 365.25日。　　②　一定面積上の太陽の平均放射量。

ここに示した 4桁の原子量は，IUPACで承認された最新の原子量表をもとに，日本化学会原子量専門委員会が作成したものである。た
だし，3Liは天然の同位体の存在比に大きな変動幅があるため，原子量が 3桁になっている。安定同位体がなく，天然で特定の同位体組
成を示さない元素は，その元素の放射性同位体の質量数の一例を（　）の中に示してある。なお，104Rf以降の元素は超アクチノイド元素
などとよばれ，詳しい性質はわかっていない。
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亜鉛

カドミウム

リン

ヒ素

硫黄

セレン

テルル ヨウ素

アスタチン

ホウ素リチウム

ナトリウム

カリウム

ルビジウム

セシウム

フランシウム

ベリリウム

マグネシウム

カルシウム スカンジウム チタン バナジウム クロム マンガン 鉄 ニッケル

パラジウム

白金

ダームスタチウム

ユウロピウム

アメリシウム

コバルト 銅

銀

金

レントゲニウム

ガドリニウム

キュリウム

テルビウム

バークリウム

ジスプロシウム

カリホルニウム

ホルミウム

アインスタイニウム

エルビウム

フェルミウム

ツリウム

メンデレビウム

イッテルビウム

ノーベリウム

ルテチウム

ローレンシウム

イットリウム ジルコニウム

ハフニウム

ラザホージウム

ランタン

アクチニウム

ニオブ

タンタル

ドブニウム

セリウム

トリウム

モリブデン

タングステン

シーボーギウム

プラセオジム

プロトアクチニウム

テクネチウム

レニウム

ボーリウム

ネオジム

ウラン

ルテニウム

オスミウム

ハッシウム

プロメチウム

ネプツニウム

ロジウム

イリジウム

マイトネリウム

サマリウム

プルトニウム

ストロンチウム

バリウム ランタノイド

ラジウム アクチノイド

6.94

22.99

39.10 44.96

88.9185.47

132.9

(223)

9.012

24.31

40.08 47.87 50.94

1.008

52.00 54.94 55.85 58.93 58.69 63.55 65.38 69.72

26.98

10.81

72.63

28.09

12.01

74.92

30.97

14.01

78.97

32.07

16.00

79.90

35.45

19.00

83.80

39.95

20.18

4.003

92.91 95.95 (99) 101.1 102.9 106.4 107.9 112.4 114.8 118.7 121.8 127.6 126.9 131.391.22

178.5 180.9 183.8 186.2 190.2 192.2 195.1 197.0 200.6 204.4 207.2 209.0

87.62

137.3

(226) (267) (268) (271) (272) (277) (276) (281) (280) (285) (289) (293)

(210) (210) (222)

1

1 102 113 124 135 146 157 168 179 18

2

3

4

5

6

7

ア
ク
チ
ノ
イ
ド

ラ
ン
タ
ノ
イ
ド

族
周
期

6C

14Si13Al

31Ga

49In

81Tl

32Ge

50Sn

82Pb

51Sb

83Bi 84Po

30Zn

48Cd

15P

33As

16S

34Se

52Te 53I

85At

5B3Li

11Na

19K

37Rb

55Cs

87Fr

4Be

12Mg

20Ca 21Sc 22Ti 23V 24Cr 25Mn 26Fe 28Ni

46Pd

78Pt

63Eu

95Am

27Co 29Cu

47Ag

79Au

64Gd

96Cm

65Tb

97Bk

66Dy

98Cf

67Ho

99Es

68Er

100Fm

69Tm

101Md

70Yb

102No

71Lu

103Lr

39Y 40Zr

72Hf

57La

89Ac

41Nb

73Ta

58Ce

90Th

42Mo

74W

59Pr

91Pa

43Tc

75Re

60Nd

92U

44Ru

76Os

61Pm

93Np

45Rh

77Ir

62Sm

94Pu

38Sr

56Ba 57〜 71

89〜 10388Ra

原子番号

元素名

をつけた元素は，人工的につくられたものである。

 単体は半導体
  すべて放射性同位
体からなる元素

80Hg

35Br

2He

10Ne

18Ar

9F

17Cl

8O7N

36Kr

54Xe

86Rn

元素記号

(262)(259)(258)(257)(252)(252)(247)(247)(243)(239)(237)

(145)

(227)

175.0173.0168.9167.3164.9162.5158.9157.3152.0150.4144.2

238.0

140.9

231.0

140.1

232.0

138.9

原子量

水素

1.008

1H

は常温で気体

は常温で液体

は常温で固体

非金属元素

金属元素

114Fl112Cn 116Lv110Ds 111Rg104Rf 105Db 106Sg 107Bh 108Hs 109Mt 113Nh 115Mc 117Ts 118Og
(278) (289) (293) (294)

ニホニウム モスコビウム テネシン オガネソン
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